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 自主勉強会報告  

*********************************************************************** 

令和 3 年度 第 4 回 めだかの学校 報告書 

大浜第二病院 医療福祉課  謝敷 奈津子 

*********************************************************************** 

去った1月 13日にめだかの学校にて、今年度4回目の自主勉強会をリモートで開催しました。

（「めだかの学校」は概ね 1～3 年未満の新人 MSW を中心としたメンバーで構成されています） 

今回は以前からめだかメンバーでも話が挙がっていた「退院調整の際に身寄りがない事を理

由に、退院先が決まらない事が多々ある」という共通の課題を基に、「身寄りがない方の支援

について」をテーマに、沖縄協同病院の新垣さんをお招きしてお話しを聞く事が出来ました。 

講義の中では身寄りがない方の退院支援に難渋する共通点として、①連帯保証②医療決定

③金銭管理④死後対応に大きく柱分けをして、それぞれに家賃保証制度や意思決定支援、成

年後見人制度、墓地埋葬法などの公的制度やガイドラインはあるものの、それらを利用しても

退院支援が滞っている現状をメンバー内で共有しました。具体的な例としては「各種制度の手

続きに時間がかかる、制度を利用した事がない、急性期へ搬送時の付き添いや細かな物品請

求、手続きなどに困る」などの上記の四本柱に加え、⑤その他の細々としたやりとりに苦慮して

いる事も共有できました。 

その中でも「うちの病院ではこんな風に対応したよ！」「○○の機関はやりとりがスムーズだよ」

など、メンバー内でも情報を持ち寄りながら話をする事もできました。講師の新垣さんからもあ

ったように、身寄りがない・お金がないという事で社会サービスが受けられない等の不利益が

生じないように、MSW として患者さんの権利擁護の為に何が出来るのか？と日々問いかけな

がら対応していく事が大事であると再認識できました。 

先輩 MSW がいない一人職場、同期がいないなど働く環境は様々ですが、そんな時はこのめだ

かの学校を最大限活用しながら皆で少しずつ成長していけたらいいな、と感じました。新垣さん

改めてお忙しい中、貴重なお話をありがとうございました(*^_^*) 

 

*********************************************************************** 
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 各部会からのお知らせ  

***********************************************************************  

 

【 研修部 】 

■自主勉強会 めだかの学校（対象者：おおむね実務経験３年未満） 

次回開催日 2022/3/10 ＠ZOOM 

次回開催内容 仮）事例検討会 

問合せ先 大浜第二病院/謝敷 

ハートライフ病院/佐平 

那覇市立病院/永井 

 

■自主勉強会 めだかのホームルーム（対象者：おおむね実務経験４年以上） 

次回開催日 調整中 

次回開催内容 事例検討 

問合せ先 沖縄赤十字病院 兼濱 098− 853− 3134（代表） 

 

■中堅者研修 

開催日 令和４年 2 月 27 日（日）11:00～16:30（１H 休憩含む）オンライン 

内容 テーマ「育ちあうスーパービジョン」 

講師 西九州大学 健康福祉学部社会福祉学科 准教授 占部尊士先生 

対象 九州医療ソーシャルワーカー協議会会員に限る 

※当会会員は対象に含まれます。 

※５年～15 年目の方優先 

参加費 3000 円 

申し込み方法 申込フォームから ⇒ https://forms.gle/jmukEFe76m5EZXPy8 

申込期限： 2022 年２月 19 日（土）17 時まで 

 

＜その他の研修＞  

 

□福岡県医療ソーシャルワーカー協会 WEB 研修会のご案内 

開催日 Ｒ4 年 2022 年 2 月 22 日（火）1９:00～21:00 

内容 テーマ「管理者研修 ～入門編～」 

講師 株式会社 ケアモンスター 田中 大悟 先生  

対象 九州各県医療ソーシャルワーカー協会会員ほか 

※当会員は対象に含まれます。 

参加費 会員 無料 

申し込み方法 申込フォームから ⇒ https://forms.gle/8PwwWd7gDhPmGoSd9 

申込期限：2 月 1２日（火）17 時まで 

 

 

 

 

https://forms.gle/jmukEFe76m5EZXPy8
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□熊本県医療ソーシャルワーカー協会主催 WEB 研修会の案内 

開

催

日 

2022 年 3 月 5 日（土）10：00～16:00（受付開始：9：30～） 

内

容 

テーマ「ソーシャルワーク実践に自信を持つーエコマップを活用してアセスメントする

ー」 

講師 一般社団法人 WITH 医療福祉実践研究所 代表理事 佐原まち子 先生 

対

象 

相談支援業務に従事する者（地域医療連携に関わる看護師等含む）  

参

加

費 

九州協議会会員・非会員：1,000 円 

備

考 

申込フォームから  
https://docs.google.com/forms/d/1LKq_9SoVxNjwSJIVP1OZDRd9M3R3eiKkEhTQK0QKTeU/edit  

申込期限： 2022 年２月 19 日（土）まで 

 

 

🌸研修部ミーティングを定期開催しています。研修の企画・運営に関心あるかたは研修

部までご連絡ください。 

 

2022 年 1 月 20 日  

 研修部 大久保 

 

 

 

🌸九州医療ソーシャルワーカー協会教育研修部公式 BLOG 

「医療ソーシャルワークサプリ from 九州医療ソーシャルワーカー協議会」更新中！ 

こちらの QR コードからご覧になることができます 

 

 

 

【 広報部 】 

新企画検討中 アイデアも随時募集中!! 

巻末の「協会公式 LINE 加入のご案内」をご覧ください。 

 

 

https://docs.google.com/forms/d/1LKq_9SoVxNjwSJIVP1OZDRd9M3R3eiKkEhTQK0QKTeU/edit
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【 社会活動部 】 

『第10回沖縄県ソーシャルワーク学会・社会福祉公開セミナー』のお知らせ 
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第10回沖縄県ソーシャルワーク学会・社会福祉公開セミナー開催要項 

 

1．趣旨 

現在の社会は、ＩＣＴの普及や流通のグローバル化や世界的なコロナパンデミック等の影響によ

り人々の交流や仕事のあり方・日常生活にいたる大きく変化する中、孤立化や貧困、生活格差、

根強く残る偏見、差別、無関心などと相まって、社会的に弱い立場の生きづらさ・生活困難が一層

深まる状況にある。 

今回は特に、われわれの社会・日常の生活に潜む差別意識や偏見に関連し、グローバル定義に

ある「多様性の尊重」の意味、問題の実際、ソーシャルワーカーとしてのあり方等について考える機会

とする。 

 

2．テーマ 

「多様性の尊重、その意味とソーシャルワーカーのあり方を考える」  

 

3．主催 

沖縄県ソーシャルワーカー協議会 

※構成団体 特定非営利活動法人沖縄ソーシャルワーカー協会 

一般社団法人沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 

一般社団法人沖縄県社会福祉士会 

一般社団法人沖縄県精神保健福祉士協会 

4．運営 

第10回沖縄県ソーシャルワーク学会・社会福祉公開セミナー実行委員会 

 

5．後援（予定） 

沖縄県、沖縄大学、沖縄国際大学、名桜大学、琉球大学、沖縄県立看護大学、 

沖縄女子短期大学、沖縄キリスト教学院大学、琉球リハビリテーション学院、沖縄統合医療学院、

沖縄福祉保育専門学校、ソーシャルワーク専門学校、沖縄中央学園、沖縄アカデミー専門学校、

専修学校育成保育カレッジ学院、沖縄リハビリテーション福祉学院、沖縄県介護保険広域連合、

沖縄県社会福祉協議会、沖縄県民生委員児童委員協議会、沖縄県教育委員会、 

スクールソーシャルワーク研究会おきなわ  

 

6．日時 

令和４年２月２６日（土）10:00～16:30  

 

7．場所 

オンライン開催（zoomウェビナー予定）  
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8．プログラム 

10:00～12:00 ソーシャルワーク学会（個人研究発表）  

13:00～16:30 ソーシャルワーク公開セミナー  

（ソーシャルワーク公開セミナー） 

基調講演 13:15～14:45  

演題：「多様性の尊重、 その意味とソーシャルワーカーのあり方を考える」（仮）  

講師：北島 英治 氏（元日本社会事業大学大学院教授）  

シンポジウム 15:00～16:30  

「沖縄における多様性尊重への課題 ーソーシャルワーカーが取り組むことはー」（仮） 

     シンポジスト 

沖縄キリスト教学院大学 人文学部 英語コミュニケーション学科 

准教授 玉城直美 氏  

沖縄県感染症診療ネットワーク 

コーディネーター 新里尚美 氏  

ソーシャル・ライフRiver社会福祉士事務所 

代表・社会福祉士 白石嘉彦 氏  

沖縄県教育庁島尻地区教育事務所 

スクールソーシャルワーカー 山野 宏 氏  

コーディネーター 

沖縄ソーシャルワーカー協会                      会長 高嶺 豊 氏  

 

9． 参加対象 

沖縄ソーシャルワーカー協議会の構成団体会員、社会福祉従事者、教育関係者、NPO団体・

民間ボランティア団体関係者、大学生・専門学校生、一般県民  

 

10．参加申込 

申込フォームURL：https://forms.gle/thQYq7WNt5kqQB1o8  

 

11．申込〆切 令和4年2月18日（金） 

12．参加費 無料  

13.HPアドレス：https://okisw-seminar.jimdo.com/ 

 

14．連絡先 

第10回沖縄県ソーシャルワーク学会・社会福祉公開セミナー事務局  

Email：okisw.seminar@gmail.com 

*********************************************************************** 

https://forms.gle/thQYq7WNt5kqQB1o8
mailto:okisw.seminar@gmail.com
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 ゆたしく うにげ～さびら  

*********************************************************************** 

沖縄県立中部病院 ソーシャルワーカー 奥平 藤也 

*********************************************************************** 

 

■病院名：沖縄県立中部病院 

■所在地：うるま市宮里２８１番地 

■電話：098(973)4111  

お電話がつながりにくくて皆様にたいへんご迷惑をおかけしております。 

１．病院の紹介 

開設年月日：1946(昭和 21)年 4 月 24 日 

病床数 計 559 床 一般病床 555 床、感染症病床 4 床 

病院機能：基幹災害拠点病院、へき地医療拠点病院、地域医療支援病院、救命救急セン

ター、地域がん診療連携拠点病院、総合周産期母子医療センターなど 

２．地域連携部門の紹介 

機能：地域連携室としての機能（外来予約変更も含む）、入退院支援室の機能、患者相談

窓口としての機能、がん相談支援センターの４部署があります。 

現員：上記の機能に対応するために、看護師１７人ぐらい、事務１４人ぐらい、ＭＳＷ６人で

やっています。朝礼時は公認心理士も出席しています。 

３．その他発信したいこと 

・地域の医療機関をはじめ、保健・福祉の関係者のみなさまにとても助けられながら、何とか

当院の医療機能が維持できていると思います。本当に感謝しかありません。ありがとうござい

ます。 

・昨年度から県病院事業局にて検討されている「県立病院ビジョン」の策定が大詰めを迎え

ています。県民アンケートの募集のときには、たくさんのご意見をいただきありがとうございまし

た。その中にはＭＳＷに関する意見も盛り込まれるかもしれません。３月に公表予定です。 
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*********************************************************************** 

特定医療法人アガぺ会 北中城若松病院 医療福祉相談課 渡嘉敷あさひ 

*********************************************************************** 

 

１． 病院の紹介 

 当院は昭和 62 年（1987 年）、精神科一般病床 118 床として開設。現在は内科病棟 115 床、

精神科病棟 108 床、計 223 床。「老いていく人たちに共感をもち、この方達の身体と心と魂をも、

共に支えていける病院」の理念のもと、高齢者が抱える様々な疾病や障害に対応できる医療・

介護・福祉の提供を目指し、五つの異なった病棟機能を持つケアミックス型病院として運営。 

【病棟種別】 

① 第１病棟（内科）２５床・・・急性期一般入院料７ 

② 第２病棟（精神科）４８床・・・認知症治療病棟入院料１ 

③ 第３病棟（内科）５４床・・・特殊疾患病棟入院料１ 

④ 第５病棟（精神科）６０床・・・特殊疾患病棟入院料２ 

⑤ 第６病棟（内科）３６床・・・回復期リハビリ病棟入院料１ 

 病棟以外に認知症疾患医療センター（県委託）、重度認知症デイケアを有し、法人では老健、

クリニック、12 の介護保険事業所、地域包括支援センター（宜野湾市委託）、若年性認知症総

合相談窓口（県委託）、老人福祉センター（宜野湾市委託）等を運営。 

２． 地域医療連携部門の紹介 

 当院の基本方針の一つ「社会資源を十分に活用し、御家族、地域社会と協力連携を取るこ

とで家庭復帰やより適切な生活の場を考えます」を実践するため、開院初期からＭＳＷを配置

してきた経緯あり、現在医療福祉相談課（病棟担当）に９名、認知症疾患医療センターに３名

の社会福祉士・精神保健福祉士等を配置。 
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2021 年より医療連携室を立ち上げ看護師１名配置し主に前方連携を担っている。医療福祉

相談課は診療課（医局）とともに診療部に属しており、診療部の理念「人と人とをつなぐ（ＨＵ

Ｂ）となり理想の慢性期医療を目指す」のもと、日々業務にあたっている。 

 

*********************************************************************** 

 

 ト ピ ッ ク ス  

*********************************************************************** 

沖縄タイムス くらし相談（医療） 2022 年 1 月 10 日掲載済 

沖縄赤十字病院・患者支援センター・兼濱愛里 

*********************************************************************** 

 

 病院は新たな命が誕生する場でもあります。子どもを授かり育む喜びを感じる一方で、驚い

たり戸惑ったりしながら新たな命と向き合い、成長していく妊婦や家族の姿を見ることができま

す。 

 しかし、時には予期せぬ妊娠で心の準備がないまま、新たな命と向き合う妊婦に出会うこと

もあります。その背景には未婚や若年妊娠、不安定な就労、知的・精神的な疾患などがありま

す。心身の健康や社会的な課題から育児が容易ではないと予想される妊婦を「特定妊婦」と

言い、産後の養育を出産前からサポートすることが特に求められています。 

 端から見ると無責任な行動をしているように思われるかもしれません。でも、私が関わった妊

婦たちは、無責任というより「こうなったのは自分のせい」と考え、妊娠したことを誰にも言えず、

一人で対処しようとしていました。 

 特定妊婦らやりとりが必要な方と面談する時は、「自分とおなかに宿った命をよく守り抜いて

くれましたね」と伝えています。その上で、「これからどうしていくか、一緒に考えさせてもらえま

せんか」と提案します。医療ソーシャルワーカーができる提案はこれだけです。自分で育ててい

くのか、生活基盤を整えることが優先なのか、すぐに家庭で養育できない場合はどのような方

法があるのか。選択肢は説明しますが、どうするかは妊婦自身に決めてもらいます。どのよう

な選択であっても、その時にその人自身が決めたことは、よりよい選択なのです。 

 医療ソーシャルワーカーは医師や助産師ら医療職や、保健師ら地域生活を支える支援者と

連携しながら、妊婦と子どもを支えます。妊娠で悩んだとしても、その経験を通して人とつなが

り、この先の人生を自由に幸せに生きられるよう、これからも一緒に考えていきます。 

 

*********************************************************************** 
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 理 事 会 議 事 録  

*********************************************************************** 

 

２０２１年度 沖縄県医療ソーシャルワーカー協会理事会 

2022 年 1 月 17 日（月）19：00～20：30 

場所：＠on Zoom 

【出席者】新垣会長、秦副会長、當銘副会長、安慶名副会長、伊禮事務局長、樋口(司会)、 

石郷岡（連絡）、長（書記）、小橋川、香村 

【委任者】大久保、奥平、山城、高江洲、井上 

 

＜各部報告・協議事項＞ 

〔研修部〕 以下の報告を受けました。 

□自主活動支援 

①めだかのホームルーム：1/11（火）「事例検討会」開催⇒開催中止、次回日程調整中 

②めだかの学校：1/13（木）「身寄りのない方への支援について」講師 新垣哲治会長 

   ⇒開催済み。参加者９名。次回は 3 月に「事例検討会」開催を検討。 

□中堅者研修（福岡県ＭＳＷ協会・九州中堅者研修に共催参加予定）について。 

＊協会ＬＩＮＥに掲載しています。 

テーマ「スーパービジョン」 

日時：Ｒ4 年 2 月 27 日（日）11:00～16：30  形式：集合（ＭＡＸ30 人）+オンライン 

講師：占部尊士先生  

対象者：5 年～15 年目の方優先 

参加費：3000 円（九州ＭＳＷ会員に限る） 

□熊本県医療ソーシャルワーカー協会主催、研修会の案内。 

 テーマ「エコマップを活用したアセスメント研修」  形式：オンライン 

 日時：Ｒ4 年 3 月 5 日（土）時間は調整中 

 講師：佐原まち子先生  

 参加費：１０００円（検討中） 

□福岡県医療ソーシャルワーカー協会 WEB 研修会の案内。 

 テーマ「管理者研修～入門編～」 

 日時：R４年２月２２日（火）19:00～21:00  形式：オンライン（ZOOM） 

 講師：株式会社 ケアモンスター 田中大悟先生 

 参加費：無料（非会員 3,000 円） 

 対象：管理業務を担っている方、もしくはこれから管理業務を担う方。 
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〔広報部〕  以下の報告を受けました。 

□MSW ニュース 2 月号（編集；沖縄協同病院 鶴渕さん） 

□協会公式 LINE 加入者数：124 名（1/14 現在） 

□協会ホームページアクセス数 12 月；1,435 件（11 月；1,620 件） 

 

〔社会活動部〕 以下の報告を受けました。 

□福祉の窓：担当病院 大浜第一病院 原稿締切 1/２１ 最終原稿締切 1/28 １０時 

□SW 学会（２月２６日）実行委員 報告  シンポジストと調整中 

 

〔事務局〕 以下の報告を受けました。 

□入退会報告 

入 会 届 ：  0 人 

所属先変更：  0 人 

退 会 届 ：  2 人   

□令和 3 年度分 給与所得の源泉徴収票の提出期限 1/31 

 

＜その他 報告協議事項＞ 

□令和 3 年度沖縄県入退院支援連携デザイン事業について報告を受けました。 

①「沖縄県における入退院支援連携に関する基本的な心得」発送状況 

発送物 ：パンフレット 1 冊、ポスター2 種、パンフレット・ポスター等の活用の手引き 1 冊、鏡文 

発送先 ：住宅型有料老人ホーム（那覇市以外） 320 件 

      住宅型有料老人ホーム（那覇市） 77 件 

      サービス付き高齢者向け住宅 69 件 

      特定施設入居者生活介護 40 件 

      認知症行動生活介護 112 件 

      看護／小規模多機能型居宅介護 70 件 

      離島診療所 20 件                            計 708 件 

発送期間：12/22～1/11、 

1/14 時点：転居先不明等による返品：5 件、閉所による返品：1 件、再送：2 件 

②多職種研修会：2022 年 2 月 16 日（水）19：00～21：00 on ZOOM 

  ・1 月 26 日（水）以降に講師と打ち合わせ予定 

   指定発言者：秦（中頭病院）、長（沖縄協同病院） 

  ・案内送付：1 月 24 日（月）までに送付予定、参加申込締め切り：2 月 4 日（金） 

  ・当日運営体制：発信会場なし 

進行：樋口、閉会挨拶：當銘副会長、入退室操作等：安慶名副会長 

③予算執行状況について報告を受けました。 
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□ちゃーがんじゅう課との WG について意見交換を行いました。 

 ・活動の位置づけは社会活動部とする。 

・会員から参加希望の声あり、メンバーの入れ替えについて検討していく 

・WG の名前を検討する 

□次年度の幹事予定である 4 団体協議会の事務局体制について意見交換を行いました。 

・体制の強化を行います（社会活動部、事務局長＋α人選検討を行います） 

□入退院支援連携デザイン事業の次年度計画について意見交換を行いました。 

□リモートでの理事会開始時間について協議しました。 

・集合対面なら１９：００～、リモートなら１８：３０～とします。 

 

 

※次回理事会 2022 年 02 月 21 日（月）18：30～ ＠沖縄県総合福祉センター or Zoom      

                                   司会：當銘  書記：井上  連絡：香村                 

 

議事録署名人   新垣 哲治   
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 ☆ 編 集 後 記 ☆  

 また自粛生活がはじまるので、チャーシューを作る修行から再開します。がんばります☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MSW 協会 公式 LINE 加入のご案内 

協会名を検索して「友だち追加」で完了！ 

 

 

 

https://www.msw-oaswhs.jp/ 

https://www.msw-oaswhs.jp/

